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調布市民放送局ニュース 
☆第 184号☆ 2024 年 10月号 2100 部発行 

 
ＳＮＳにあふれた「多摩川氾濫」の偽情報、動画は偽の画像だった 

 台風１０号の影響で調布市内に激しい雨が降った８月３０日（金）の深夜午前２時頃、ＮＨＫがニュースで「調

布に大雨警報、洪水警報」と報じた。市の総合防災安全課の中川昇課長は「市役所に泊まり込みで、多摩川

の水位をリアルタイムで確認できる水位計で監視していました。その水位計が洪水警報の発令目安となる水位

４．３㍍を超えたことや、その他の状況判断から市としてもレベル３の洪水警報を出しました。しかし水位は数時

間で下がり氾濫はしていません」と言う。ところが、Ｘ（旧ツイッター）上では「多摩川氾濫」と書いた投稿が相次

いで拡散され、そのキーワードがトレンド１位となった。多くの人が見たことになる。動画で使われた画像は令和

元年の台風１９号により増水した多摩川の動画やアメリカの洪水の動画であり、完全なフェイク情報、デマであ

った。 

 Ｘは２０１１年の東日本大震災で多くの利用者が使い普及した。今では情報発信インフラとして国も使ってお

り、ＳＮＳ世代には使いやすいツールとなっている。だが、今年正月の能登半島地震でも多くの偽情報が投稿さ

れた。災害時に正しい情報が見えづらくなる偽情報が何故増えるのか？専門家は「投稿のインプレッション（表

示回数）を増やすために刺激的な画像を使います。回数が増えれば広告収入アップにつながりますから」と指

摘する。 

 本物と偽情報を区別するために、市ではＡＩ（人口知能）を活用したシステムを利用して判断を決めている。前

述の中川課長は「ＡＩが投稿を監視し分析しています。偽情報と分かれば、すぐに市の広報媒体に載せます。

視聴の数を増やすために偽情報を投稿する人たちが増えています。偽情報に惑わされてはいけません」と注

意喚起。自動的に表示される「おすすめ」や「トレンド」ではなく、災害時では住んでいる自治体の公式サイト（市

のＨＰなど）で災害状況を確認しましょう。デマや偽情報に惑わされると命が危ない。（大泉 清） 

 

米品薄の中で、故郷から新米が届いた。粘りがあって甘い食感に満足 
お米の品薄が続く中、９月初旬に故郷（三重県）から新米のこしひかりが２０㌔届いた。１０年前に他界した母

親が「今日から新米よ、おいしいでしょう」と言っていたのを思い出す。確かに粘りがあって甘い。新米ならでは

の味だ。近くのスーパーの米の商品棚には９月初旬から半分ほどしか並んでいない。「産地に注文しています

が、新米が届きません。産地にも無いそうで、しばらくはこの状態が続くでしょうね」とスーパーの担当者。１０月

には新米の入荷も増えるでしょう。米の安定した供給を望みたい。 

パリのパラリンピックで銀メダルの山崎さんに調布市市民スポーツ栄誉賞 
パリ２０２４パラリンピックの車いすバドミントンのダブルスで、調布市応援アスリートの山崎悠麻さんが銀メダルを

獲得。この功績を讃えて調布市市民スポーツ栄誉賞が市から贈られた。今回で引退とか、長い間ご苦労様でした。 

 

ちょうふテャリティーウォークは１０月２６日（土）。国領駅前広場から８・１㌔のコ－ス 

 

恒例となっているちょうふチャリティーウォークは今年は１０月２６日（土）に開催。コースは国領駅前広場から

布多天神社、深大寺などを巡って国領駅前広場に戻る８・１㌔。参加費は大人５００円、高校生以下１００円。皆

さん方の参加費は調布市内で活動するボランティア・市民活動団体の運営資金として活用されます。 
 

 

【FC東京応援記】    
 
 

８月、暗黒の２分け３敗から９月は３連勝！これは

本物なのか、まだまだなのか、正直分からない。東が

ボランチに復帰して上昇気流に乗り始めた。国立競

技場での親子入場から先制点を泥臭く押し込む姿。

マリノス戦でも長友へのスルーパスは素晴らしかっ

た。しかも岡の執念ともいえる得点につながってい

る。松木が移籍後に誰がボランチ入るのか、チームも

試行錯誤しただろう。結果としてベテランの経験値が

今は活きている。しかしこのシーズン後、本当に常勝

チームとなるには、若手の台頭を私は望みたい。東と

いう大きな壁を越えて欲しい。（日比生） 
         

 
  
 
調布社協 インフォメーション 

 
 

希望の家深大寺は調布社協が運営する知的障がい

のある方が通う施設です。地域の方々に施設を知っ

ていただくためのイベントとして「地域のつどい」を 11

月の３連休初日の土曜日に開催します。手づくり品

の販売、模擬店、ゲームなど、子どもから大人まで楽

しめる企画を用意しています。ぜひお越しください。 

日時 ：１１月２日（土）１０時３０分～１４時 

会場 ：希望の家深大寺（深大寺北町５－６－１） 

問合せ：０４２－４２６－８５７７      

ちょビット No.３8 
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２０２４年 10月 番組表 

 

＜調布市民放送局の番組を見ることができます＞  

 

◆  姉妹都市木島平村のケーブルテレビ「ふう太ネット」で放送中！      
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調 布 Ｃ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ    Ｊ：COM 111ｃｈにて 1日 2回放送 

月 火 水 木 金 土 日 
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1７：２５ 
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1７：２５ 
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1７：２５ 
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1７：２５ 

 ８：２５ 

1７：２５ 
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1７：２５ 
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日 

 

１5

日 

 

 

① パラアート展２０２４（文化会館たづくり２階ギャラリー） 会場には市内の 

福祉作業所などで制作された、個性豊かな数多くの作品が展示されました｡また 

展示販売のコーナーには手作りのアクセサリーや、組みひも、陶芸作品なども出 

品されました｡  

② 第２０回 野川灯籠流し  夕暮れの野川河川敷､災害や戦争の犠牲者へ 

の追悼と平和を祈り、多くの人が灯籠を手に参加しました｡一人一人が願いを託した灯籠が岸から放た

れ、野川をゆるやかに流れて行きました｡フィナーレは花火、野川灯籠流しは美しい花火の光に彩られて

終了しました。 
 

 
 

 

16

日 

 

31

日 

① ダンススポーツ大会 第６４回調布市民スポーツ大会開催中の９月２２日、調 

布市ダンススポーツ大会がたづくりむらさきホールで行われ、ゼッケンを着けた参加 

者がワルツ、タンゴ、チャチャチャなど、日頃の練習の成果を次々に披露しました。 

② サークル紹介 「南部菱刺しの会」 南部菱刺しは青森県八戸市近郊の 

農村に伝えられた刺子(さしこ)の一種で、伝統の古い柄がたくさんあります。基本的 

な柄の縫い方を練習する初心者から、それらを組み合わせて複雑な柄の布を縫い上げるベテランまで、

それぞれが楽しく作品作りしている様子をご紹介します。 
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「調布わくわくステーション」 (毎週月曜日、21時 45分～22時 00分)  

調布 FM：83.8MHｚ  HPからは、インタビューの様子を映像でご覧いただけます。どうぞお楽しみに！ 
月 放送日 内  容                   ご  紹  介ご  

１０
月 

７日（再放送） 

１４日（再放送） 

 

宮本苑生の『詩の世界』 

黒田三郎さんの詩の朗読 

黒田三郎詩集『小さなユリと』から、「月給取り奴」、「しず

かな朝」、「夕方の三十分」他の朗読をお届けします。 

朗読：峯田里香子 

２１日（放送）  

２８日(放送） 
ゲスト：上西由実さん 

（調布市地域デビュー推進

委員会委員長） 

調布市から委託を受けて、地域活動への参加（地域デビ

ュー）を支援するための取組みを進めているボランティア

団体の委員長に、お話を伺います。  

         インタビュアー：真山勇一 
 

 

 

 

HP 

インターネットで、いつでもすべての番組を見ること・聴くことができます。 調布市民放送局で検索 

 

http://chofu-catch.or.jp/ （公式 HP）  

（すべての番組２０１５年～現在まで） 

http://chofu-catch.sakura.ne.jp/ （アーカイブサイト） 

（すべての番組２００４年４月～２０１５年３月） 

https://www.facebook.com/chofubroadcast （フェイスブック支局） （２０１５年～） 
 

【公式 HP】 【アーカイブサイト】 【フェイスブック支局】 

～ 

～ 

 

「封筒にカードを入れて  

おいて下さい」の電話は詐欺                 

金融機関を名乗る男から「あなたのキャッ 

シュカードが不正使用されている。確かめ 

に行くのでカードを封筒に入れておいて

下さい」との電話。調布警察署（電話０４２－４８８－

０１１０）は「偽物のカードに取り替える詐欺の手口。

間違って電話に出てもカードやお金の話が出たらすぐ

切りましょう」と注意喚起。 

  

 

＜ご意見・ご感想をお待ちしています＞  問合わせ先  http://chofu-catch.or.jp/contact  ☎ ０９０-５５７６-１４２９ 

郵便 〒182-0022調布市国領町 2-5-15、調布市民プラザあくろす 2階 市民活動支援センター気付 
[編集・発行]NPO法人調布市民放送局 （事務所）〒182-0035調布市上石原 1-48-14 

 

   

 

救急車が足りません。病院か救急車か  

迷ったときは「 #7119」を  

東京消防庁の昨年の救急出場件数は 

過去最多を更新しました。１１９番がつ 

ながりにくい時間帯も発生しています。 

調布消防署（電話０４２ー４８６－０１１９）では「１１

９番通報はつながるまで、自分から電話は切らない。

病院に行くか？救急車か迷ったときは救急相談セン

ター『＃７１１９』の利用を」と呼び掛け。  

     
  

 
 

 

 

 
 

http://chofu-catch.or.jp/contact

